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「
途
上
国
と
の
関
係
に
お
け
る
技
術
と
は
？
」「
研
究
者
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
倫
理
的
・
社
会
的
責
任
と
は
？
」「
リ
ー
ダ

ー
の
資
格
と
責
任
と
は
？
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
？
」。
理

工
学
部
総
合
教
育
科
目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」（
G
L
S
）
で
は
、
毎
学
期
１
、２
年
生
32
名

が
集
ま
り
活
発
な
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　

G
L
S
は
、
学
部
導
入
教
育
に
お
け
る
国
際
化
教
育
の

柱
と
し
て
、
理
工
学
部
創
立
75
年
の
前
年
に
あ
た
る

２
０
１
３
年
度
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
教
育
に
特
化

せ
ず
世
界
に
通
じ
る
基
本
的
素
養
、
論
理
的
思
考
、
発
信

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
週
２
回
の
授
業
の

う
ち
１
回
目
は
日
本
語
に
よ
る
講
演
と
質
疑
応
答
、
２
回

目
は
同
じ
テ
ー
マ
で
英
語
討
論
を
行
い
ま
す
。
昨
今
「
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
」
を
謳
っ
た
科
目
は
他
学
部
・

他
大
学
に
も
あ
り
ま
す
が
、
１
テ
ー
マ
に
３
週
間
か
け
て

深
く
取
り
組
む
こ
と
、
週
２
回
の
少
人
数
セ
ミ
ナ
ー
形
式

授
業
で
日
本
語
と
英
語
で
議
論
す
る
こ
と
、
韓
国
高
麗
大

学
（
夏
休
み
）・
台
湾
淡
江
大
学
（
春
休
み
）
の
学
生
た

ち
と
議
論
を
行
う
「
実
地
研
修
」
が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
内
容
で
す
。

教育・研究の最前線

世
界
に
踏
み
出
す
第
一
歩　

理
工
学
部
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

理
工
学
部　

教
授   

小お

原は
ら

京き
ょ
う

子こ

FRONTIER

　

履
修
し
た
学
生
か
ら
は
、「
英
語
を
話
す
こ
と
が
国
際
化

で
は
な
く
、
異
な
る
価
値
観
を
も
つ
相
手
の
立
場
で
物
事

を
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
真
の
国
際
化
と
知
っ
た
」「
答
え
で

は
な
く
現
実
を
知
り
、
自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
こ

と
が
多
く
、
大
学
に
入
る
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
よ
う

な
授
業
だ
っ
た
」「
普
段
接
し
な
い
テ
ー
マ
に
触
れ
、
議
論

が
で
き
た
」「
自
ら
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
た
」「
お

互
い
に
母
語
で
は
な
い
英
語
で
討
論
を
行
っ
た
こ
と
は
大

変
に
有
意
義
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
経
過
し
て
の
成
果
と
し
て
は
、
履
修
し
た
学
生
が

交
換
留
学
（
ラ
イ
ス
大
学
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
）
や
ダ
ブ

ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
E
C
パ
リ
、E
C
ナ
ン
ト
）、

海
外
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
U
C
バ
ー
ク
レ
ー
、
U
C
ア
ー

バ
イ
ン
）、
語
学
研
修
（
東
義
大
学
）
な
ど
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
実
地
研
修
」
の
運

営
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
国
際
経
験
へ
の
意
欲

が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

理
工
学
部
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
頃
に
は
、
G
L
S

既
習
者
が
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

2015 年度秋学期の履修者


